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作品概要

「病気という逃げ場」は、現代社会における精神疾患と家族の関

係性を鋭く描いた短編小説です。

都内の商社で働く25歳の主人公・みゆきとうつ病を患う48歳の母

親を中心に、「病気」という言葉が持つ両義性を繊細に描写して

います。

本作は、家族関係の複雑さ、現代人の心の闇、そして社会的抑圧

からの「逃げ場」としての病気という概念を探求する心理小説と

して、文芸誌『現代文学の視点』に掲載されました。

著者は巧みな心理描写と日常の何気ないシーンから、私たちの心

の風景を浮き彫りにしています。
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主要登場人物

みゆき

25歳 / 都内中堅商社のOL

毎日満員電車で通勤する現代女性。家では、うつ病の母を支える日々

を送る。優しい性格だが、母の「病気だから」という言葉に対して複

雑な感情を抱いている。

母親

48歳 / 元パート従業員 / うつ病と診断

半年前に職場の人間関係から仕事を辞め、うつ病と診断された。「病

気だから」という言葉を繰り返し、それが家庭内での「免罪符」や

「鎧」として機能している。

互いを思いながらも、言葉にできない距離感を持つ母娘。日常の何気

ない会話や行動の中に、現代の家族関係の複雑さが表れている。
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第一章 午後の憂鬱

「リビングのソファに沈み込むように座る母の姿を見るたびに、私の心は複雑にもつれていく」という印象的な一文で始まる第

一章は、主人公みゆきの内面描写を通して物語の基調を設定します。

この章では、うつ病という診断名を「免罪符」のように使う母親と、それに対する複雑な感情を抱える娘の日常が描かれていま

す。母の「お疲れさま」という挨拶に込められた「働けない自分」の暗示、洗濯物を干せない母、そして「病気だから」という

言葉の繰り返しが、家庭内の緊張関係を浮き彫りにします。

物理的な「洗濯物」という日常的モチーフを通して、家庭内での役割と責任、そして「病気」が与える人間関係への影響が繊細

に表現されています。

「病気だから、どうしても無理ができないのよ」
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母と私の会話

「みゆきちゃん、お疲れさま。今日は辛かったでしょう？」 — 玄関での母の第一声は、「おかえり」ではなく「お疲れさま」と

いう労いの言葉から始まります。

この微妙な違いには、「働けない自分」を暗に示す母の心理が込められています。毎日満員電車に揺られ、都内の商社で働く娘

への労りの言葉に隠された、複雑な感情の機微が描かれています。

日常の対話から浮かび上がる母娘の微妙な力関係と心の距離感は、洗濯物という家事の象徴を通して表現されています。家庭内

コミュニケーションの繊細な描写が、現代の家族関係の複雑さを浮き彫りにしています。

「お母さんは今日どうだった？」「今日は特に調子が悪くて…洗濯物を干すのがやっとだったの。」
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第二章 病名という鎧

「母がうつ病と診断されたのは半年前のことだった」という一文から始まる第二章では、母親が「うつ病」という診断を得るに

至った経緯が明かされます。

長年勤めていたパートを辞めたことがきっかけとなり、職場での人間関係に悩んでいた母親。しかし、その詳しい事情は語られ

ず、母親自身が「病気」という言葉を身にまとい、一種の防御機制として使用している様子が描かれています。

この章のタイトル「病名という鎧」は、医学的診断が時として人の自己認識や対人関係において果たす役割を象徴しています。

母親にとって「うつ病」という診断名は、社会的期待から身を守る鎧となっているのです。

「仕事を辞めてから、どうも気分が沈んで…。きっと心の病気だと思うから、病院に行くわ」
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主要テーマ解説

本作の中心テーマは「病気という鎧」の概念です。うつ病という

診断名が、母親にとって日常的な責任から逃れるための「免罪

符」として機能している様子が描かれています。

作品を通して繰り返される 「病気だから」 という言葉は、単

なる言い訳ではなく、現代社会における心の病の複雑な位置づけ

を示しています。

また、 「見えない病」 としての精神疾患と、それに対する家

族の 「理解と疑念の狭間」 という二律背反も重要な主題とし

て描かれています。

作者は、病気が「逃げ場」にも「牢獄」にもなりうるという両義

性を、日常の些細なやり取りを通して浮かび上がらせています。
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心理描写の特徴

本作では視点の交錯と内面描写の対比を巧みに活用し、母と娘それぞれの心理を丁寧に描き出しています。

主人公みゆきの視点から母親を観察する描写は、客観と主観を混在させることで、二人の心の距離を表現しています。語りの中

に「病気だから」という言葉が繰り返されることで、母親の心理的防衛機制と、それに対するみゆきの葛藤が浮き彫りになりま

す。

沈黙の効果

言葉にされない感情や、日常の些細な行動

描写が心理状態を暗示

象徴的モチーフ

洗濯物や靴を脱ぐ動作など、日常的事物に

心理的意味を付与

二重性の表現

「病気」という言葉が持つ保護と束縛の二

面性を描写

「リビングのソファに沈み込むように座る母の姿を見るたびに、私の心は複雑にもつれていく」
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社会的メッセージ

本作品は現代社会における精神疾患の捉え方に対して深い問いか

けをしています。

「病気」が時に責任回避の道具となり、家族関係に及ぼす影響

過密な都市生活と職場のストレスが心の健康に与える圧力

現代の家族が直面する「心の距離」の問題と「理解」の難しさ

作者は特定の答えを示すのではなく、読者に自己と他者の境界

線、そして心の病を持つ人との関わり方について考えるきっかけ

を提供しています。
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総括 まとめ・感想

「病気という逃げ場」は、現代社会における精神疾患の捉え方と、家族関係の複雑さを鮮やかに描き出しています。母親の「病

気だから」という言葉は、単なる言い訳ではなく、現代人が抱える心の闇と社会的プレッシャーからの避難所を表しています。

本作品の優れた点は、娘の視点を通して両義的な感情を繊細に描写している点にあります。理解と葛藤、共感と疲労、愛情と苛

立ち—これらの相反する感情が日常の何気ないシーンを通して表現されています。

小説は、精神疾患というテーマを扱いながらも、特定の立場に寄ることなく、すべての登場人物に対して深い人間理解と共感を

示しています。読者は自分自身や家族の姿を登場人物に重ね合わせ、自らの生き方や人間関係について考えさせられるでしょ

う。

"病気"という言葉の背後にある、私たちの心の風景とは何か—
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